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序章 

 
１．本学の沿革 

 
本学は、昭和26年設置の米沢高等女子学院を前身とし、昭和27年、米沢市立の米沢女子

短期大学に昇格した。当初は、家政科・被服別科で発足し、翌年、附属生活文化研究所と

附属被服研究所を附置した。さらに昭和38年、本学は米沢市から山形県に移管され、昭和4

5年、大学名を山形県立米沢女子短期大学に改称し、昭和47年、米沢市丸の内から米沢市通

町に移転し、現在に至っている。 
 本学は、発足後、多様化する社会の要請に応えるべく常に改組改変に取り組んできた。

昭和31年には国文科を設置し、昭和45年、家政科を家政学科、国語科を国語国文学科と名

称変更、昭和51年、家政学科に家政専攻と食物専攻を開設、昭和59年、英語英文学科と日

本史学科を開設、平成５年、社会情報学科と家政学科改組による健康栄養学科を開設した。

現在では、国語国文学科、英語英文学科、日本史学科、社会情報学科、健康栄養学科の５

学科、入学定員290人を擁する全国屈指の規模を誇る総合短期大学となった。 
 本学は、開学以来高度な職業教育及び教養教育を教授し、もって地域社会に貢献できる

女子の育成に努めてきた。また、公立大学として地域貢献を建学の精神とすることから、

附属生活文化研究所を附置し、地域ニーズに応え地域の向上発展に寄与している。 
 そして、平成21年４月、公立大学法人に転化して現在に至っている。さらに平成26年度

には、健康栄養学科を発展させた形で、四年制の大学が開学する予定である。この新県立

大学は、管理栄養士を養成する教育機関として期待され、本学とともに同法人の下に運営

され、平成24年度秋から新校舎が本学敷地内に着工される。 
 また、本学は平成24年に創立60周年を迎えた。創立から60年にわたって積み上げてきた

実績に加えて、新たに新県立大学の設置によって、本学は新しい展開を迎えようとしてい

る。 
 
２．本学の自己点検・評価の取り組み 
 
 本学における自己点検・評価に関わる活動は、平成６年度に自己評価委員会を設置し、

平成８年３月に『現況と課題－自己点検・評価報告書－』を作成公表した。続いて平成10

年３月に『自己評価報告書―教育の現状と課題―』を作成公表し、平成13年12月には『自

己点検・評価報告書 教育と研究2001』を作成公表した。さらに平成15年度から、自己評

価委員会の機能を発展・充実させるために自己評価・改善委員会と改称した。そして、平

成19年度に認証評価を受けることを目指して準備を進めて、同年度に独立行政法人大学評

価・学位授与機構による認証評価を受けて、「短期大学評価基準を満たしていると判断す

る」という評価を受けた。 
 以上のように、本学では自己点検・評価活動を進めてきたが、平成21年度に公立大学法

人となってからは、設置者である山形県が定める「中期目標」に基づいて「中期計画」を

策定し、さらにそれに従って毎年の「年度計画」を策定して、それらに従う形で運営がな

されている。そして、毎年度末に本学の運営について自己評価を行い、それに対して山形
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県公立大学評価委員会が評価を行っている。このサイクルを法人化後、毎年、繰り返し行

うことで自己点検・評価を進めている。 
 前回、受けた認証評価が平成19年度であるから、７年後の平成26年度に次の認証評価を

受ければよいが、先述のように、平成26年度には新県立大学が開学することから、現在の

短期大学の体制のうちに認証評価を受けることとし、１年、早く認証評価を受けることと

なった。自己評価・改善委員会は、平成21年度に自己評価改善・SDFD委員会と改組され、

今回の認証評価については、この委員会が主導する形で準備を進めてきた。 
今回の準備過程では、前述のように毎年、自己評価をまとめ山形県公立大学評価委員会

の評価を受けてきた積み重ねが大いに役立っている。こうした不断の自己点検・評価の積

み重ねが、本学のさらなる飛躍につながることが期待される。そして、創立60周年を迎え

た本学は、人間で言えば還暦であり、そうした時に認証評価を受けるというのは、人間ド

ックを受診するが如しである。このタイミングで認証評価を通して総点検を行うことは意

味深く、今回の認証評価を生かして本学のさらなる発展につなげていけるように努めてい

きたい。 
 


